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研究の背景と目的
土壌炭素貯留を増加させるために効果的な農法を確立し、環境再生型農業として体系化する。

展開可能性（他領域・社会にどのようなインパクトを与えるか）
それを気候変動問題に対する解決策の一つとして位置づけ、広める事によって、気候変動の抑制や生態系の保全及び回復を実現すると共に、その
ような環境価値を生産者に還元する仕組みを通じて、日本の農業界を活性化させる。
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